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地域基幹産業を再定義・創新する人材創出プログラム「ENGINE」
事業連繋大学：信州大学、富山大学、金沢大学

文部科学省「大学による地方創生人材育成教育プログラム構築事業」

特殊講義 地域課題解決型プログラムー
ENGINEインターンシップ 始動！

富山大と信州大・金沢大をオンラインでつなぎ、合同でワークショップを行う「富山の地域づくり～地域のトッ
プリーダーを繋ぐ」の授業は、6月13日から3回に分けて、富山大が担当するインフラ回の講義を行いました。

富山回の初回では、現代社会における「エネルギーと生活」についてグループで議論した後、日本海ガス絆ホー
ルディングス社長、新田洋太朗氏による、同社の取り組みや地域の将来像を語って頂いた動画を視聴しました。富
山回の2回めでは、IOT時代の発電とその課題をグループで議論しました。3回めの最終回では、水素自動車や自動
車業界に焦点をあて、これからのビジョンを捉えていく機会としました。また、新田社長が見据える「地域におけ

7月9日（土）、今年度、富山大で初めての
キャリア形成イベント「大しごとーくin富山大
学」（五福キャンパス・学生会館にて開催）
が、大盛況のうちに閉幕しました。

『学生の皆さんの❔に、社会人が解決❕』
をテーマに、「社会・地域・就活」などのト
ピックを、県内32社の社会人にリアルに聞き、
富山県に住みたい！、働きたい！といった魅
力を感じてもらうイベントには、富大生のほ
か、信州大・金沢大から合せて184名もの学生
が参加しました。次回、11/12（土）は信州

ENGINEプログラムでは、来年度の本格実施を前に、「地域
課題解決型プログラム－ENGINEインターンシップ」（通称
「ENGINEインターンシップ」）の試行版がスタートしました。
開講期間は7月6日～9月23日の3か月間で、参加学生は、富山
大14名（経済11名・理学2名・工学1名）、信州大7名、金沢大
7名の合計28名です。

参加学生は、地域を「定量×定性」でリサーチしながら、地
方創生に向けて「インフラ・ものづくり」「食」「交通」「観
光」の４つの課題を設定していきます。第1回では、信大生、
金大生と一つのチームを組み、解決策の実践・実行について議
論を交わしました。

キャリア形成イベント

大しごとーく in 富山大学
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授業紹介３大学をオンラインで繋ぐ授業

「富山の地域づくり～トップリーダーを繋ぐ」富山回スタート

るインフラ事業」の動画から、過疎・少子高齢化、
核家族化が進む現代において、将来を創造する視点
を学びました。

引き続き、本授業では、これからの新しい地域社
会を展望していきます。

第1回のインターンシップの様子

次号以降も、県域
を超えた広域の教育
プログラムを追いか
けていきますので、
学生たちの活動を是
非、ご期待下さい。

第10回（6/27）「インフラ」回の授業の様子

大で「大しご
とーくin信
州」を予定し
ています。楽
しみにお待ち
下さい。

第1回「大しごとーくin富山」（7/9）の様子
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